
事業所名：運動遊びと療育支援　こどもプラス柏教室 対象人数（保護者）22人　回答者数 19人　回収 86.4%

チェック項目
とても

満足

概ね

満足

やや

不満
不満

わから

ない
ご意見 教室のコメント

1 お子様は安心感をもって通所していますか ？ 17 2

・子供自身、とても先生方を信頼しており「みんな大好き」と

言っています。

・保育園の頃からお世話になっております。保育園から学校へ

生活環境が変わる中不安も多く感じておりましたが、プラスに

通うことだけは継続させていただくことで居場所を作ってくだ

さっている印象があります。大変ありがたく感じております

・嬉しいお言葉をありがとうございます。保育園・幼稚園から

小学校卒業までの長い期間お子様の支援をさせていただけてい

ることを嬉しく感じます。これからもご利用者様にとって安

心・安全な教室にしていけるよう尽力してまいります。

2 お子様は楽しんで通所していますか？ 16 3

・療育の日でない日は「今日はこどもプラスないのか…最悪

だ」とこの世の終わりかのように残念がる程、毎回楽しく通所

しています。

・いつもプラスにいくことを楽しみにしており、帰ってくると

たくさん動かせていただいているおかげか、たくさん話を聞い

てくださっているからなのか。すっきりした顔つきで帰ってき

てくれます。先生たちのおかげと思っております

・楽しんで通っていただけているようで嬉しいです。これから

も毎日楽しみに通っていただけるよう尽力してまいります。

3 怪我がないように安全に配慮した空間と活動の提供がされていますか？ 17 2
これからもお子様にとって安全な教室にしていけるよう尽力し

てまいります。

4 生活空間は、清潔で、整理整頓がされており、活動に適した空間になっていると思いますか？ 17 2

・活動時の写真などを拝見すると活動内容によってその活動に

必要なもののみを設置されており整理整頓が行き届いていると

感じます

毎日、教室の掃除と消毒を行っております。運動ができるよう

に広い空間を確保しています。

5
お子様にとって活動のスペースは十分だと思いますか。

尚、こどもひとり当たりの活動スペースは、2.47㎡以上と設備基準には定められています。
14 5 人数や活動に応じて安全に過ごせるように配慮しております。

6
職員の配置数は適切で十分だと思いますか。尚、定員10名以下の施設では、保育士または児童指

導員の人員配置は2名以上と人員配置基準に定められています。
15 4

職員の配置は基準を上回っております。専門性を高めるために

月一回程度運動遊びの研修を行っております。また、さらに知

識向上のためにオンライン研修を導入し、受講しております。

7

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境（※1）になっていると思いますか。

（※1 「本人にわかりやすく構造化された環境」とは、こども本人がこの部屋で何をするのかがわかりや

すいよう、机や本棚の配置などを工夫することです。）

16 3
どこに何があるか分かるように棚やロッカーを配置しており、

視覚的に分かりやすい構造にしてあります。

8
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けられていると思

いますか。 
15 4

・黒澤先生を始め、全ての先生方が子供の特性を理解してくだ

さり、それに合った対応•支援をしていただいています。

お子様に楽しい体験を積んでいただき、ここに来たいと思って

通っていただけるような活動内容を提供できるよう、これから

も色々な取り組みを行っていきたいと考えております。

9

教室がホームページで公表している支援プログラム（※2）は、実際に提供されている支援内容と

合っていると思いますか 。

（※2 「支援プログラム」とは、事業所における総合的な支援の推進と事業所が提供する支援の見える化

を図るため、事業所で行われている取組等について示し、公表することが求められています。）

14 4 1
・ホームページをあまり見ないので、どういったものかがわか

らないです。

ホームページに掲載されている「柳澤運動プログラム」に基づ

き、活動内容を組み立て、提供させていただいております。

10

こどものことを十分理解し、こどもや保護者のニーズや課題に沿ってが客観的に分析された上

で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）（※3）が作成されていると思いますか。

（※3 「放課後等デイサービス計画（個別支援計画）」は、放課後等デイサービスを利用する個々のこど

もについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、

総合的な支援方針や支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、

支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、放課後等デイサービス事業所の

児童発達支援管理責任者が作成し、保護者等への説明を行うとともに同意を得ることが義務付けられてい

るものです。）

15 4

普段のお子様の様子から好きなことや得意なことはもっと伸ば

せるように、苦手なことや課題点は少しずつできるようになる

ようにと個別支援計画を作成しております。

11 放課後等デイサービス計画に沿った内容で、支援が行われていると思いますか。 16 3
放課後等デイサービス計画に基づき、療育プログラムを考え

行っております。

12
社会的な活動や外部でのイベントなど、多様な活動が提供されていますか？※ご希望の機会・イ

ベントなどがありましたらご意見欄にお願いします。
18 1

・いつも色々企画してくださりありがとうございます。

・イベントは、いつもとは違う場所で同年代のこども達とコミ

ニュケーションをとれる場なので、親としてもありがたく、子

供本人も楽しみにしています。

・家族で行くと、やらない！と言いますが、こどもプラスの先

生方と行くと「やってみようかな」という気持ちになるので、

体験型のイベントが多めだとありがたいです。

・イベントにつきまして、ご理解・ご協力を賜りましてありが

とうございます。これからも楽しんでいただける様々なイベン

トを開催していきたいと思います。

13
教室を利用する際に、サービスの内容と提供時間の範囲などが記載された運営規程、支援プログ

ラム、利用者負担(費用)等について十分な説明がありましたか。
14 5

ご契約させていただく際に説明させていただいております。ご

質問やご不明な点等をいただいた時も、その都度ご説明させて

いただいております。

14 「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援目標や内容の説明がありましたか。 15 4
・先生方は親身になって相談にのってくださり、こどもの支援

について考えてくれています。

家族のご希望やご要望、児童支援利用計画案、発達評価や発達

検査の結果などを総合的に捉えた上で、放課後等デイサービス

計画を作成し、保護者様にご提示しながら支援内容の説明を行

なっております。

15

教室では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等 ※4 )や家族等も参加

できる研修会や情報の提供が行われていますか。※ご希望の機会・イベントなどがありましたら

ご意見欄にお願いします。

（※4 「ペアレント・トレーニング」は、保護者がこどもの障害の特性やその特性を踏まえたこどもへの

関わり方を学ぶことにより、こどもの行動変容することを目標とします。）

11 6 1 1
・研修はないですが、親子イベントでの情報交換などはあるか

と思います。

年に数回親子イベントを開催し、情報提供の場とさせていただ

いております。ご家族等も参加できる研修等の機会も増やして

いきたいと考えております。

16
日頃からお子様の状況について情報交換がされ、健康や発達の状況について共通理解ができてい

ると思いますか。
15 4

送迎時や保護者様によるお迎え時にお話しさせていただいてお

ります。その上でお子様の状態や課題についても、ご家族様と

一緒に考え共通理解に努めております。

17 定期的に、面談が行われたり、助言を受ける機会はありますか。 16 3

ご心配なこと、ご不安なこと等ございましたら、ご連絡をいた

だければ、いつでも対応させていただきますので、お気軽にご

連絡ください。

18 教室の職員から共感的に支援をされていると感じますか。 16 3
今後もお子様や保護者様に寄り添った支援ができるよう尽力し

てまいります。

19
保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされて

いますか。※ご希望の機会・イベントなどがありましたらご意見欄にお願いします。
10 3 1 1 4

・親子イベントがあり他の保護者さんと交流できるのが良かっ

たです

・保護者会はないような気がします。

年に数回親子イベントを開催し、懇親会を開催しております。

ぜひ多くのご家庭に来ていただけたらと思います。ご希望を頂

いた際には、ごきょうだいの支援にも入らせていただいており

ます。

20
相談や苦情解決の体制があり、相談や申入れがあった際に迅速かつ適切に対応がされていると思

いますか。
14 5

・こちらからの苦情がないのでそこは不明ですが、相談につい

ては迅速に対応していただいてます。

・相談やお申入れがございましたら、速やかに対応してまいり

ます。

公表日：　2025年12月15日

2025年　保護者等向け　放課後等デイサービス評価表
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21 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため、十分な配慮がなされていると思いますか。 14 5

できる限りお子様の日々の出来事や情報を共有させていただき

たいと思っております。今後も何か気になる点等がございまし

たらいつでもご連絡ください。

22
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。
13 6 ・いつも写真付きの活動内容の配信がありがたいです。

今後も日々の活動の様子等をお伝えし喜んでいただけるよう工

夫していきたいと思います。何かご要望等ございましたらお申

し付けください。

23 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 16 3
個人情報保護の重要性を全職員で共有し個人情報の適切な取り

扱いと保護に努めております。

24

教室では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュア

ル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いますか。

15 4

施設として必要なマニュアルは整っております。避難経路等、

緊急時に必要なものは事務室と指導訓練室に掲示し、常にご覧

いただけるようにしております。また、マニュアルの記載内容

も変更が必要な箇所はないか見直しも行っております。

25 教室では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出など必要な訓練が行われていますか。 15 4

年２回避難訓練を計画しております。ご利用者様全員が訓練に

参加できるように期間を設け、保護者様に通知の上、指定され

ている避難場所「柏第三小学校」まで歩いて行くように避難訓

練計画を立てております。

26
教室より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が十分に行わ

れた上で支援が行われていると思いますか 。
14 5

安全計画につきましては、保護者様にも共有させていただいて

おります。また、お子様に事故やけがのないように設備等の安

全点検を行うと共に、危険予測をし環境を整えるよう心掛けて

おります。

27
事故や怪我などが発生した際に、教室から速やかな連絡や状況等の詳細について説明が十分にさ

れていますか。
14 4 1 ・事故や怪我を通所でしたことがありません。

事故やケガ等が起こった場合は、お子様の安全が確保され次

第、すぐに保護者様へご連絡させていただいております。ま

た、契約の際にもご説明させていただいております。
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運動遊びと療育支援　こどもプラス柏教室 公表日　　　　2025 年　12 月　15 日

チェック項目 はい いいえ 工夫していると思う点・改善が必要だと思われる点など

1 利用定員10名に対し、指導訓練室が40㎡以上確保できているか 7

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
4 3

・利用児に対しての人員配置基準は守られている。

・利用児の人数が多く感じることもある為、職員の配置を今後検討

していく。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、情報伝達等、環

境上の配慮が適切になされているか。

7

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
7

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 
7

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
7

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
7

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
6 1 ・定期的に職員会議が実施できようにしていく。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
5 2

・現在は第3者による外部評価は行っていない。今後検討してい

く。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
6 1

・社内での研修実施、その他外部研修に参加できる機会をつくって

いる。全職員への参加、周知ができるようにしていく。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 6 1 ・HPにて公表している。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。

6 1

6ヶ月に1回、アセスメントを実施して個別支援計画書を作成してい

る。よりニーズや課題を分析できるよう他職員と意見交換しながら

進めていく。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

5 2

・児童発達支援管理責任者が積極的にまわりに働きかけ、支援会議の時間を

確保する必要がある。

・検討会議が実施できるよう、教室全体の仕組みとして時間を設定する。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。
5 2

・HUGで確認はできる。作成したあとに職員への周知はできていな

いため、今後周知できるよう検討していく。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。
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事業所における自己評価結果（放課後等デイサービス）公表



16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

4 3
・個別支援計画書の具体的な支援内容について、担当者会議の時間

を確保していき、よりよい内容となるよう進めていく。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 6 1 ・主任を中心に都度相談しながら行っている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 7

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
7

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

5 2
・児発ではできているが、放デイでは必ずはできていないので今後

検討していく。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
6 1

・児発のように毎回毎回の振り返りは難しいとしても、週１でまと

めてでも実施したい。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
7

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
4 3

・より適正なタイミングでのモニタリングが実施できるよう、検討

していく。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。
6 1

・日常生活支援、多様な体験活動、地域交流、こどもが主体的に参

画できる活動がより実現できるよう取り組んでいく。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
7

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
6 1 ・管理者または児童発達支援管理責任者が参画している。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
5 2 ・常に連携が取れるよう、関係構築をしている。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。

7

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
7

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

4 3 ・対象児がおらず行っていない。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
5 2 ・研修を受ける機会は設けている。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
0 7

・実施する機会を作ることができていない。

・他事業所とのこども同士の交流という点ではできていない。

今後検討していく。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 3 4
・管理者や児発管は参加しているが、他職員が参加する機会は取れ

ていない。
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34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
7

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 

4 3

・保護者への相談援助はできていると思うが、ペアトレ等の研修の

機会は提供できていないと思う。

・情報提供も積極的に実施していけるよう検討していきたい。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
7

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

7

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
7

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
7

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。

6 1
・イベント等で保護者交流を図る機会をもっと増やしても良いと感

じる。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。

7

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

6 1

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 7

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
7

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
4 3 ・実施する機会を作ることができていない。今後検討していく。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

6 1
・地震発生時以外（不審者、火事等）の避難訓練の必要性を感じる

為、今後検討していく。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
7

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
7

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
6 1

通常療育の場では食物提供を行っておらず、医師の指示書の提出を

求めていない。イベントで食物を扱う際には、都度保護者にアレル

ギーの有無を確認しているが、参加者に対象児がいない。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
7

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
7

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
7
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53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
7

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。

7
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